
���

　
問
　
非
拘
束
名
簿
式
比
例
代
表
制

で
投
票
が
行
わ
れ
る
平
成
　
年
７
月

の
参
議
院
議
員
選
挙
の
開
票
へ
の
影

響
は
。�

　
答
　
新
制
度
で
は
、
候
補
者
の
個

人
名
ま
た
は
政
党
名
を
記
入
す
る
方

式
と
な
る
。
開
票
に
つ
い
て
は
、
分

類
・
点
検
作
業
等
に
相
当
の
時
間
が

か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
広

い
開
票
会
場
の
確
保
、
事
務
従
事
者

の
効
率
的
な
配
置
計
画
、
新
制
度
に

対
応
し
た
パ
ソ
コ
ン
開
票
集
計
シ
ス

テ
ム
の
開
発
変
更
等
に
一
定
の
見
通

し
が
つ
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
即
日

開
票
の
方
針
で
臨
み
た
い
。�

���

　
問
　
複
数
の
分
野
に
ま
た
が
る
リ

サ
イ
ク
ル
関
連
の
個
別
法
を
具
体
的

に
運
用
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
必
要

で
は
。�

　
答
　
平
成
　
年
度
の
機
構
改
革
で
、

資
源
循
環
型
社
会
を
構
築
す
る
た
め

の
各
種
施
策
を
策
定
す
る
資
源
循
環

推
進
課
を
新
設
す
る
。
さ
ら
に
、
全

庁
各
関
係
部
局
に
及
ぶ
業
務
の
総
合

的
管
理
、
施
策
の
効
率
的
な
推
進
、

調
整
機
能
等
の
整
備
が
必
要
と
考
え

て
お
り
、
横
断
的
な
資
源
循
環
推
進

本
部
（
仮
称
）
の
設
置
を
現
在
検
討

し
て
い
る
。�

���

　
問
　
発
見
後
五
十
年
の
節
目
に
、

世
界
最
古
の
植
物
で
あ
る
大
賀
ハ
ス

を
本
市
の
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
と
し
て

は
。�

　
答
　
本
市
出
身
の
大
賀
一
郎
博
士

の
功
績
を
さ
ら
に
広
め
る
必
要
が
あ

る
と
感
じ
て
い
る
。
今
後
、
海
外
へ

の
紹
介
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
へ
の
掲�

載
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
偉
業
を
よ
り

多
く
の
人
々
に
広
め
る
と
と
も
に
、�

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
生
か
し
て
い
き

た
い
。�

���

　
問
　
公
民
館
等
市
有
施
設
周
辺
の

路
上
駐
車
対
策
を
、
利
用
者
負
担
も

視
野
に
入
れ
検
討
す
べ
き
で
は
。�

　
答
　
ア
ク
セ
ス
改
善
は
、
市
民
の

利
便
性
向
上
の
面
で
重
要
な
課
題
と

位
置
づ
け
て
い
る
。
最
近
の
具
体
例

と
し
て
は
、
津
高
と
京
山
の
両
公
民

館
で
、
隣
接
し
た
適
地
の
借
り
上
げ

に
向
け
た
交
渉
が
進
ん
で
お
り
、
公

民
館
運
営
委
員
会
の
意
見
を
反
映
し

た
形
で
の
募
金
方
式
に
よ
る
財
源
充

当
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
る
。�

7

　
　
月
定
例
市
議
会
で
は
、
二
十
七
人
の
議
�

員
が
、
議
案
や
市
政
全
般
に
つ
い
て
の
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
を

取
り
上
げ
て
、
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。
　
�

２�

資
源
循
環
型
社
会
�

構
築
に
向
け
て
�

７
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
�

即
日
開
票
へ
�

本
市
の
Ｐ
Ｒ
に
�

大
賀
ハ
ス
の
活
用
を
�

市
有
施
設
周
辺
の
�

路
上
駐
車
対
策
�

13

13

13

13

���

　
問
　
介
護
保
険
制
度
の
理
念
を
尊

重
し
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
促
進

に
努
め
る
べ
き
で
は
。�

　
答
　
制
度
上
は
利
用
者
本
人
の
選

択
が
基
本
で
あ
る
た
め
、
本
人
へ
の

説
得
等
は
困
難
だ
。
平
成
　
年
度
か

ら
低
所
得
の
新
規
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
利
用
者
へ
の
利
用
料
軽
減
策

を
実
施
す
る
が
、
今
後
は
中
心
市
街

地
の
高
齢
化
率
の
高
い
地
域
へ
の
老

人
保
健
施
設
等
の
整
備
な
ど
居
住
地

と
介
護
拠
点
と
の
接
近
を
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
へ
の
政

策
誘
導
を
図
っ
て
い
き
た
い
。�

���

　
問
　
平
成
　
年
４
月
以
降
の
中
心

部
や
西
方
面
に
お
け
る
粗
大
ご
み
の

持
ち
込
み
場
所
は
。�

　
答
　
当
面
東
部
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
で
の
受
け
入
れ
を
予
定
し
て
い
た

が
、
西
部
方
面
へ
の
設
置
要
望
も
多

い
た
め
、
戸
別
収
集
開
始
後
の
収
集

量
や
持
込
量
の
状
況
を
見
な
が
ら
、

野
殿
地
区
に
整
備
中
の
中
継
施
設
で

の
受
け
入
れ
を
検
討
し
た
い
。�

���

　
問
　
通
称
「
食
品
リ
サ
イ
ク
ル�

法
」
の
制
定
を
受
け
、
給
食
か
ら
出

る
生
ご
み
の
再
利
用
を
図
る
べ
き
で

は
。�

　
答
　
残
さ
い
の
一
部
は
ウ
サ
ギ
や

鶏
、
豚
の
え
さ
に
し
て
い
る
が
、
大

半
を
焼
却
処
分
し
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
食
べ
残
し
の
減
少
と
い
っ
た
基

本
方
針
に
加
え
、
持
続
可
能
な
社
会

を
目
指
し
て
再
利
用
を
図
る
た
め
、

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
を
約
五
十
校
に
設

置
し
て
い
る
が
、
場
所
等
の
問
題
で

目
的
に
合
っ
た
利
用
が
で
き
ず
、
ま

た
試
験
導
入
し
て
い
る
残
さ
い
処
理

機
も
、
塩
分
を
含
ん
で
い
る
た
め
肥

料
化
に
適
さ
な
い
と
い
っ
た
問
題
が

あ
り
、
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。�

���

　
問
　
仕
事
と
育
児
・
介
護
が
両
立

で
き
る
職
場
環
境
整
備
に
取
り
組
む�

事
業
者
の
表
彰
制
度
を
創
設
し
て
は
。�

　
答
　
育
児
等
の
時
期
に
、
職
業
生

活
を
完
全
に
中
断
す
る
こ
と
な
く
、

家
族
的
責
任
を
果
た
し
な
が
ら
職
業

生
活
を
維
持
で
き
る
就
業
形
態
を
確

保
し
て
お
く
こ
と
は
重
要
と
考
え
て

�給
食
残
さ
い
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
�

育
児
と
仕
事
が
両
立
で
き
る
�

社
会
環
境
を
願
っ
て
�

粗
大
ご
み
�

市
西
部
の
受
入
場
所
検
討
へ
�

介
護
保
険
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
�

利
用
促
進
を
�

緑あふれる文化都市（富川市）�

完成が待たれる（仮称）消防教育訓練センター�

限りある資源の有効利用を�限りある資源の有効利用を�

学芸員による復元作業�


